


































































 ４．働く  上級市民の仕事の一つ・タクシードライバー
５．市の運営
歳入と歳出が掲示 議会でその日に決まったことが掲示
 自分で稼いだお金で遊ぶ
戸外の建物の建設
○ミニ・ミュンヘンから学ぶこと
街の調整機能を知ることの重要性 → 仲間同士がどの
ように街で共生するかを学ぶ
地域通貨を用いてお金の循環と仕事、レジャーのつなが
りを実感する
仕事をすることに有能観を抱く子どもたち
単なる職業体験だけではなく、まちを自分たちで運営す
る市民としての主体性を育む
→キッザニア東京などの職業体験とは違った意義を
そこに示すのではないか？
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未来ぽ～ろ：富山市中央通り商店街
ねらい
富山市中心市街地
まちなか居住施策
↓結果
高層住宅の建設
人口増加地区もみられる
↓しかし
居住者と中心商店街との
かかわりは希薄
↓そこで
居住者にまちのことを知っ
てもらえるイベントを
住民にまちを知ってもらうには？
～子どもを介してまちを伝える
 子どもたちに中央通り商店街を体験しても
らう
 子どもたちのまちなかの認識やまちの仕
組みの理解が促進したり愛着が生まれた
りする
 親にもまちのことが伝わり、住民のまちと
のつながりが深まるのではないか
↓
未来ぽ～ろの企画と実施
主催：未来ぽ～ろ実行委員会
中央通り商栄会
2009年が初の試み
未来ぽ～ろ
大人へはまかせておけない場所がある
 2009年11月14日（土）、21日（土）に実施（第1回）
参加の仕組み
 参加証・仕事の証明書
 事業内通貨の設定
大人は両替して買い物
体験概要オトナにはまかせておけない場所がある。
〜ぽ
銀行では円から事業内通貨
への両替と給与支払い明細
に基づいて子どもたちへの給
料を支払う
子どもは、体験
店舗で各ブース
の運営スタッフ
から仕事を学び、
大人は円を両替してもらい子ど
もたちの体験ブースで買い物や
食事をすることができる。
また、大人のための体験店舗も
ある。
自ら体験し、仕
事をしたことを
証明してもらう。
子どもは、体験店舗で各ブースの運営スタッフから仕事
を学び、自ら体験し、仕事をしたことを証明してもらう。
様々な仕事や活動を体験
エコ住宅の開発 ぽ～ろステーションの運営
消防署の体験 総務省・景観整備？と通貨発行
46
子どもだけの閉じたイベントで終わらない
 商店街を行く人たちとの触れあい
 商店街に子どもの声が響く
 地域住民に「何かやっている」ことが伝わる
子どものまちの意義
まちを育てる市民をはぐくむ
 現代の多様なライフスタイル
まちの仕組み、運営を考える機会の喪失
子どものまちの運営体験から得られるもの
まちの仕組みや運営を知る機会（知識の獲得）
自分たちでまちを創る経験（有能感の獲得）
 将来のまちづくりの担い手の芽をはぐくむ
自分たちが動けばまちが変わると考えることができ
る市民がうまれないだろうか？
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